
問題の把握

９月下旬、本校１学年の女子生徒Ａ子が担任に相談したことから、いじめと疑われる事案が明らかになった。内容は、

Ａ子とＢ子、Ｆ男の男女交際をめぐる女子生徒同士のトラブルであり、Ａ子が、同じクラスの仲のよい女子グループ（Ｂ

子、Ｃ子、Ｄ子、Ｅ子）から無視されたり、陰口を叩かれるなどのいじめを受けている、というものであった。

対応状況

○ 関係図及び対応図
家庭

保 護 者

１年○組生徒

報告 教職員
Ｂ子 Ａ子 面談

１学年団 管 理 職
Ｃ子

Ｆ男 ＨＲ担任 学年主任 校 長
Ｄ子 面談指導

学年団の教員 報告･連絡･相談 教 頭
Ｅ子 面談指導 学年主任が中心となり担任を支援

連携 連携 報告･連絡･相談

面談・相談

保健室 １学年 生徒指導部
全校生徒 教科担任

養護教諭 生徒指導部長
各学年 面談・相談による支援 教科担任

授業の様子等の情報提供 生徒指導部員
各ＨＲ 状況の把握、指導計画の策定と推進

生徒主体のいじめ根絶運動の展開 学年団等関係教員への支援

○ 対応の経過

状況の把握 指導方針の決定 即時対応 中長期対応 事後の対応 未然防止

把握した内容 収集・整理し ＨＲ担任及び ＨＲ担任及び 学年団が中心 いじめは絶対
について、Ｈ た情報に基づ 学年主任は、 学年主任は、 となって、昼 に許されない
Ｒ担任を中心 き、関係生徒 Ａ子の家庭へ 継続的にＡ子 休みに校内巡 ことや、男女
に、周辺情報 に事実確認を 連絡するとと のケアを行う。 回を実施し、 交際の在り方
の収集や関係 行った後、当 もに、Ａ子の また、ＨＲ担 現状の把握に など人間関係
生徒の面談等 該学年団と生 面談を行う。 任は、教科担 努める。また、 づくりについ
を行い、事実 徒指導部が連 学年団は生徒 任及び養護教 教科担任とも て、生徒一人
関係を把握す 携を図り、関 指導部と連携 諭等と連携を 連携を図り、 一人に考えさ
るとともに、 係生徒に対す を図り、Ｂ子 図り、クラス 授業や実習中 せる機会を設
時系列に情報 る指導方針に など関係生徒 における人間 の様子など、 け、生徒主体
を整理する｡ ついて検討す に対し、面談 関係など、継 事後の状況把 のいじめ根絶

る。 指導を実施し 続的な観察に 握に努める。 運動を展開す
て状況の把握 努める。 る。
に努める。

いじめの問題を速やかに解消するためのポイント

・男女交際のトラブルについて、教職員が組織的かつ迅速に人間関係等の状況を把握すること。

・面談等を通して適切な人間関係づくりについて指導し、グループ内の人間関係の修復に努めること。

いじめを速やかに解消した事例８（高等学校第１学年女子）

～学年団を柱とした組織的な取組～
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